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                                                    平成２０年３月１０日 
各    位 
                       上場会社名   株 式 会 社     京  都  銀  行 
                                       代  表  者    取 締 役 頭 取             柏   原   康   夫 
                      （コード番号 ８３６９ 東証第１部、大証第１部） 
                       問合わせ先    取締役総合企画部長    豊   部   克   之       
                            Ｔ Ｅ Ｌ  （０７５）３６１－２２７５ 
 
 

第３次中期経営計画「し・ん・か」について 
 
 
 京都銀行（頭取 柏原 康夫）では、今後３年間（平成２０年４月１日～平成２３年３月３１日）に取組む新中期経営 
計画「し・ん・か」を策定いたしましたので、概要を下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
１．計画の策定にあたって 
 
 平成１７年４月に策定した中期経営計画「ＳｃａｌｅⅡ」（平成１７年度～１９年度）では、経営ビジョンである「広域型地方
銀行～利便性の高い銀行～」のもと顧客利便性の向上と規模の拡大をすすめてまいりました。また、当行では、更なる
高みを目指し、役職員一体となって、「地銀トップテン入り」という夢に向かって挑戦を続けております。 
 

 一方、取り巻く環境は、少子高齢化の進行、団塊世代の大量退職といった社会構造の変化に加え、ゆうちょ銀行の
発足、地銀の再編、異業種からの銀行業参入等、競争環境はますます激化すると予想されます。 
 このような状況のもと、いかなる環境の変化に対しても揺るがない経営基盤を構築し、常に安全・安心を提供していく
とともに、近畿２府３県において、なお一層、存在感を高めていくことが必要となってきております。 
  
 新中期経営計画は、「広域型地方銀行～利便性の高い銀行～」をより進化させ、地域社会と共感・共生する企業づく
りを目指すことにより、「更なる成長」と「質の向上」の実現をはかってまいります。 
 そして、「地銀トップテン入り」という夢を着実に実現していき、更には将来のグランドビジョンとして「地銀トップ５入り」
を描き、進化し続けてまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環 境 変 化                                 

 

平成20年4月 第３次中期経営計画「し・ん・か」スタート  

「「積積極極的的なな攻攻めめ」」とと「「鉄鉄壁壁のの守守りり」」  

地銀トップテン入りをはたし、さらに地銀トップ５入りへ向けてチャレンジ 

　　　　

ススケケーールルメメリリッットトのの追追求求

点点かからら面面のの展展開開へへ

  収収益益力力のの向向上上  

第３次中期経営計画策定にあたってのグランドビジョン 

地銀の再編 異業種の参入 少子高齢化の進行 団塊世代の大量退職 ゆうちょ銀行誕生 

　　

株株主主のの皆皆様様、、おお客客ささまま（（地地域域社社会会））、、

従従業業員員のの満満足足度度をを高高めめ、、

企企業業のの真真のの価価値値をを向向上上

株株主主のの皆皆様様
へへのの還還元元

従従業業員員のの
能能力力開開発発支支援援

顧顧客客利利便便性性のの向向上上
地地域域社社会会へへのの貢貢献献

企企業業真真価価のの向向上上  
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 広域型地方銀行としてスケールメリットを追求するとともに、株主の皆様、お客さま（地域社会）、従業員の満足度

向上に向けた三位一体経営を実践していくことにより、企業真価の向上に努めてまいります。と同時に、環境問題を

はじめとした地域貢献活動への積極的な取組みにより、地域社会との共感・共生をはかってまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

貸出金残高              ３兆９，０００億円 

預金＋譲渡性預金残高     ６兆２，０００億円 

預り資産残高＋個人年金保険販売累計額 １兆円 

広域ネットワークを活かした情報提案型営業の強化

・営業情報の活性化にむけた本部専担組織の設置

・長期的な取引関係構築に向けたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ重視型営業

　近畿２府３県において圧倒的な存在感を発揮

店舗ネットワークの更なる拡充による顧客利便性の向上

　　　地域社会に根ざした営業活動の実践

地域別戦略に応じた営業体制、本部支援体制を構築

　　　　お客さまとのリレーションシップの向上
・地域密着型金融の推進

・お客さまの声を商品、サービスへ反映“苦情を宝の山へ”

高付加価値サービスの提供

・業務の多様化、高度化、競争激化に対応する人材育成

・業務改革への挑戦　～１６時業務終了体制の確立～

お客さまのニーズに適した商品・サービスの開発

すべてのお客さまに“スーパーマーケットの品揃え”と

　　　　　　　　　“コンビニの利便性”を提供

商品・ｻｰﾋﾞｽの充実

ネットワークの拡充

情報の活性化

「新たな価値」を提供 

経営戦略を「深化」 

経営ビジョンを「進化」 

２．新中期経営計画フレームワーク 

顧客満足度の向上、環境問題への真摯な取組、リスク管理の高度化、コンプライアンスの徹底  

①ネットワークの拡充     ②情報の活性化    ③商品・サービスの充実 

基本方針 

目標計数 
 業務粗利益 １，０００億円＋α 

 当期純利益   ２５０億円＋α 

３つのキーワード 

インフラ強化 

計画名称 

①店舗ネットワークの一層の拡充をすすめていくことにより、お客さまの利便性向上に努めてまいります。 
②広域ネットワークから得られる情報の活性化をはかることにより、提案型営業の強化とお客さまとのリレーショ 
 ンシップの向上に努めてまいります。 
③お客さまの声や営業情報をもとに、商品・サービスの一層の充実、改善に取組んでまいります。  

企業真価の向上と地域社会との共感・共生 
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３．基本戦略と重点施策 

地域密着型金融の推進  
【基本方針】サポート機関との連携強化と品質の高い金融サービスの提供により、地域経済の活性化に貢献する

●ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化 
・創業、新事業支援 ・経営改善支援、事業再生 ・事業承継 
●事業価値を見極める融資をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底 
・不動産担保や個人保証に過度に依存しない融資への取組 ・目利き機能の向上 
●持続可能な地域経済への貢献 

・観光産業の活性化  ・環境配慮型企業等への金融支援  ・地域社会から共感が得られる企業づくり 

収益拡大 
戦略 

「広域型地方銀行」の推進 
 ●ネットワークの拡充による利便性の向上 
地域別戦略に応じた営業体制の確立 
 ●マーケットに応じた営業店体制の構築 ●本部営業支援・指導体制の強化 

ネットワーク 
の拡充戦略 

情報提案型営業の強化 
 ●法人向け提案型営業の強化      ●個人取引のメイン化推進施策の実施 

情報の 
活性化戦略 

基本戦略 

お客様の声を商品、サービスへ反映    ●顧客起点型営業の実践 

業務粗利益の拡大        
 ●貸出金・預金の増量        ●貸出金・預金の金利適正化  ●企業ぐるみ取引の拡大 
 ●金融資産運用ビジネスの拡大    ●有価証券運用収益の拡大   ●グループ会社の活性化 
収益最大化にむけたコストの最適配分                             
 ●コスト削減への取組        ●貸出資産の健全性維持・向上による信用コストの抑制 

重 点 施 策 

統合的リスク管理態勢の確立   コンプライアンスの徹底 
顧客保護等管理態勢の強化    不祥事故の防止 
適正な労働時間の管理    
業務監査によるリスク管理態勢の検証 

目指すべき姿 ：顧客満足度日本一の銀行 
ＣＳスローガン：「あなたの笑顔がうれしい」 

  ＣＳスキルの向上・ＣＳ向上活動の強化 

  環境問題に配慮した企業活動の実践   

商品の品揃え拡充・サービス機能の強化 
●企業ニーズに合致した商品の開発  ●個人ローン商品の開発  ●ネット・モバイルの積極活用  
●運用商品・サービス機能の充実 

成長路線を支える人的対応 ～研修委員会を活用した人材育成プログラムの構築～ 
●階層別・業務別人材育成  ●本部直接営業部門、小グループ制を活用した人材育成 
●適正人員の安定確保    ●働きがいのある職場風土の醸成 
教育・支援と最新ＩＴ技術を活用した業務改革  
●事務プロセス改革     ●事務インフラ改善 

商品・ｻｰﾋﾞｽ 
の充実戦略 

        顧客満足度の向上・ 
        環境保護戦略 

経営管理態勢の強化戦略 

以上 


